
健康教育担当者研修会
行政説明①
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保健管理

１．　健康診断
２．　健康観察
３．　感染症
４．　健康相談
　　　　女性の健康（月経）
　　　　HPVワクチン
　　　　起立性調節障害
　　　　ブコラム®・バクスミー®
　　　　色覚　
５．　健康観察
６．　アレルギー対応
７．　目の健康
８．　歯・口の健康
９．　感染症
10．　その他（学校環境衛生　献血）



健康診断

学校保健安全法に基づく児童生徒等の健康診断の実施に当たって留意すべ
き事項について（事務連絡）　（令和６年９月１８日付け文部科学省）

　１．健康診断の時期及び学校医の確保について
　２．検査項目以外の項目を追加した健康診断の実施について
　３．児童生徒等のプライバシーや心情に配慮した健康診断の実施について
　４．健康診断を受けることができなかった児童生徒等の健康診断の対応について
　５．健康診断における月経随伴症状等の早期発見及び保健指導の実施について
　６．健康診断と学校保健計画について



健康診断

事前協議と関係者間の共通理解の重要性

学校医・学校歯科医・健診機関・児童生徒・保護者・教職員などの関係
者と綿密に打ち合わせをし、協議内容を共通理解しておくこと。（計画
に無理はないか。あいまいな部分をそのままにしていないかなど。すり
あわせができているか。）

健診に
かかる

時間は
？

検査時の服装は

検査の正確性は
保てるか？



健康診断

設定した日に受診できない児童生徒への対応

欠席者・長期欠席者への対応はどうしますか。

健診の代替日を設定するなどの手段を講じます。
受診できない場合は保護者の確認を取ります。

【設定した検査日に受診できない場合】
　　□　代替日　
　　□　会場、方法　　
               ・・・等について検討し、事前に周知しておく
【当該年度内に必要項目について受診できない場合】
　　□　本人、保護者との確認
　　□　確認した内容の記録 
　　□　学校医、管理職、学校の設置者との情報共有



健康診断

健康診断票の押印について

健康診断票に学校医の押印は必要ですか。

省略することが可能です。

（令和２年（2020年）11月18日 教体第746号）
「学校保健安全法施行規則の一部改正について（通知）」 （２文科初大1188号 令和2年11月13日）
Ⅳ その他
現在、政府では、（略）、第一号様式から第七号様式までの押印については、改正省令の施行日
前においても、押印を省略することが可能であること。この場合、就学時健康診断票及び職員健
康診断票については、担当医師等の氏名を記入すること。

氏名の電子署名、電子データ表記も可。
健康診断票の電子化の対応は各自治体に御確認を。



健康診断

月経随伴症状の早期発見及び保健指導の実施

令和３年１２月１３日　文部科学省　事務連絡
毎年度定期の健康診断を実施する際の保健調査票等に女子の月経随伴症状を含む月経に伴う諸
症状について記入する欄を設け、保護者にもその記入について注意を促すことなどにより、所
見を有する児童生徒等を的確に把握し、健康相談や保健指導を実施したり、必要に応じて産婦
人科医への相談や治療につなげたりするなど適切に対応いただく　（一部抜粋）



健康相談



健康相談（月経の正しい理解とその対応）

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R060050/page.pdf

令和６年５月１６日　文部科学省　事務連絡

 　１．はじめに
　女性の健康課題のひとつに、「月経痛」などの月経に関連
する問題があることを知っていますか。ほとんどの女性は月
経を経験しますが、月経に伴って身体や心に不調が出ること
があります。この不調は個人差があり、中には日常生活に支
障をきたすほど症状が重い人もいます。しかし、不調があっ
ても我慢して過ごしたり、月経痛への対処方法が分からなか
ったり、周りの人に理解してもらえなかったりして、辛い思
いをしていることもあるようです。
　この冊子は、中・高校生の皆さんに月経や月経に伴う身体
や心の症状について正しく理解してもらえるように作成しま
した。（一部抜粋）



健康相談（月経の正しい理解とその対応）

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R060050/page.pdf



健康相談（月経の正しい理解とその対応）

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R060050/page.pdf



健康相談（月経の正しい理解とその対応）

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R060050/page.pdf

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R050050/index_h5.html#1


健康相談（月経の正しい理解とその対応）

https://www.gakkohoken.jp/book/ebook/ebook_R050050/index_h5.html#1

 　１．性について
　指導例 1 ：月経に伴う心身の不調を知り、
　　　　　　周囲の人ができる支援や配慮を考える



健康相談（HPVワクチン）

 教職員がHPVワクチンに関する正しい知識
や情報を得ることができるよう、必要に応
じて、教職員に対し情報提供資材の配布や
講習会の周知など、本事業に基づく啓発活
動に協力する。

厚生労働省は、令和４年度よりHPVワクチン
の積極的勧奨を再開するとともに、HPVワク
チンの定期接種に関する相談支援・医療体
制等を更に強化する。

令和５年９月８日　文部科学省　事務連絡 「令和５年度『ヒトパピローマウイルス感染症の
予防接種に関する相談支援・医療体制強化のため
の地域ブロック拠点病院整備事業』に基づく啓発
活動への協力について」



健康相談（HPVワクチン）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/leaflet.html



健康相談（起立性調節障害）

起立性調節障害

環境調整 医療等の手立て

立ちくらみ失神、朝起き不良、倦怠感、動悸、頭痛などの症状を伴い
思春期に好発する自律神経機能不全の一つ

　　

　　　　重症ODでは自律神経による循環調節が障害され日常生活が著しく損なわれ、長期に及ぶ不登校状態
　　　や引きこもりをまねき、学校生活やその後の社会復帰に大きな支障となることがある。　
　　　　発症の早期から重症度に応じた適切な治療と家庭生活や学校生活における環境調整を行い、適切な
　　　対応を行うことが不可欠である。



健康相談（起立性調節障害）

起立性調節障害

対応ガイドラインできました

 【活用事例】
〇 児童・生徒理解研修で配布し教職員の理解促進につないだ
〇 ほけんだよりの記事にした
〇 チェックシートを使って本人と症状の整理をした



健康相談（てんかん発作時の対応）

てんかん発作時の対応について（座薬挿入）

学校現場で児童生徒がてんかんによるひきつけを起こし、生命が危険な状態等である場合
に、現場に居合わせた教職員が、坐薬を自ら挿入できない本人に代わって挿入する場合が想
定されるが、緊急やむを得ない措置として行われるものであり、次の4つの条件＊を満たす
場合には医師法違反とはならない（＊４つの条件は資料参照）

てんかん発作時の対応について（口腔溶液（ブコラムⓇ）の投与について）

学校、保健所、幼保連携認定こども園、放課後児童健全育成事業、放課後子供教室、認可外
保育施設等で在籍する幼児、児童、生徒又は利用する児童がてんかんによるひきつけを起こ
し、生命が危険な状態等である場合に、現場に居合わせた教職員を含む職員又はスタッフ
が、口腔溶液（「ブコラムⓇ」）
を自ら投与できない本人に代わって投与する場合が想定されるが
緊急やむ得ない措置として行われるものであり、次の４つの条件
を満たす場合には医師法違反とはならない
（＊４つの条件は資料参照）

出展:武田薬品工業株式会社HP　



健康相談（バクスミー®の投与）

学校、保育所、幼保連携型認定こども園、放課後児童健
全育成事業、放課後子供教室、認 可外保育施設、児童発
達支援、放課後等デイサービス等に在籍する幼児、児
童、生徒、学生又は学校等を利用する児童が重症 の低血
糖発作を起こし、生命が危険な状態等である場合に、現
場に居合わせた教職員を含む職員又はスタッフが、グル
カゴン点鼻粉末剤 （「バクスミーⓇ」） を自ら投与でき
ない本人に代わって投与する場合が想定されるが、当該
行為は緊急やむを得ない措置として行われるものであ
り、次の４つの条件を満たす場合には、医師法 （昭和 23
年法律第 201 号）違反とはならない
（＊４つの条件は資料参照）

重症の低血糖発作時のグルカゴン点鼻粉末剤（バクスミー®）投与について

出展：グローバルレギュラトリー合同会社HP　



健康相談（色覚）

色覚は健康診断の必須項目ではない

  検査を実施しても、結果は健康診断票には記載しない

学校保健法施行規則改正（平成１５年４月１日施行）
 健康診断の必須項目から「色覚の検査」削除

①学校医による健康相談において、色覚に不安を覚える児童生
　徒及び保護者に対し、事前の同意を得て個別に検査、指導を
　行うなど、必要に応じ適切な対応ができる体制を整えること
 
②教職員は、色覚異常について正確な知識を持ち、 色覚の特性
　について配慮を行うとともに適切な指導を行うこと



保健管理について

 

× 

　
く
ま
モ
ン 

　
　
周
年

 

〇
　
　
　
　
㎝
目
を
離
す

 

×
　
　
　
　
生
産
量
日
本
一

 

△
　
起
立
性 

　
　
　
　G

L
　

 

〇
　
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

字は大きく太く 白と黄色が見やすい



健康観察

法的根拠

学校保健安全法　第９条（保健指導）
　
養護教諭その他の職員は、相互に連携して、健康相談
又は児童生徒等の健康状態の日常的な観察により、児
童生徒等の心身の状況を把握し、健康上の問題がある
と認めるときは、遅滞なく、当該児童生徒等に対して
必要な指導を行うとともに、必要に応じ、その保護者
（学校教育法第16条に規定する保護者をいう。第24条
及び第30条において同じ。）に対して必要な助言を行
うものとする。

平成21年3月文部科学省



健康観察

健康観察の目的 「学校保健の課題とその対応〜令和2年度改定〜」

＊心身の健康問題の早期発見・早期対応を図る
＊感染症や食中毒などの集団発生状況を把握し、感染拡大防止
　や予防を図る
＊子供に自他の健康に興味・関心を持たせ、自己管理能力の育
　成を図る

健康観察の留意点

＊複数の観察者による観察を行う
＊観察したことを記録・整理し、教員同士、必要に応じて保護

　者、関係機関等と情報を共有すること
＊身体的健康だけでなく、メンタルヘルスの視点も含めること
　が大切 令和２年度　日本学校保健会



アレルギー疾患対応

学校におけるアレルギー疾患対応の三つの柱

アレルギー疾患の理解と正確な情報の把握・共有

年度当初の児童生徒理解職員会議
共有フォルダ等で情報共有

日常の取組と事故防止

学校生活管理指導表の「学校生活上の留意点」を踏
まえた日常の取組
組織対応による事故防止

緊急時の対応
研修会・訓練等の実施
体制の整備

令和元年度改訂　日本学校保健会



目の健康

「裸眼視力1.0未満の者の割合の推移」



目の健康

子供の目の健康を守るための啓発資料
https://www.mext.go.jp/content/20240731-mxt_kenshoku-000037357_12.pdf

令和３年度から令和５年度にかけて実施した

「児童生徒の近視実態調査」の結果から、視力

低下や近視の予防として、

　　　　屋外で過ごす時間を増やすこと

　　　　できる限り、近い所を見る作業は

　　　　短くすること

が重要であると示唆された。



歯・口の健康

　　　　たべかすの除去　　糖などをとりすぎない　　フッ化物応用で質の強化　　　　　　
むし歯の要因は、むし歯菌、食べ物、歯の質の３つ。だから、予防法も3つ。

熊本県 全国

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
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県：健康づくり推進課　　全国：文部科学省学校保健統計調査

１２歳児一人平均むし歯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （本）

R5
熊本県：0.75
全　国：0.55



歯・口の健康

市町村
保健部局

市町村
教育委員会

学校

令和７年（２０２５年）２⽉２７⽇付け教体第１３９９号
各市町村⻭科保健担当課⻑

各市町村教育委員会学校保健主管課⻑

関係機関が連携したフッ化物洗口の実施

市町村の保健福祉部局等関連機関と協議を行い、学
校又は一部の教職員や関係者に役割や負担が集中し
ないように事前に実施方法等について協議し、共通
理解を図る。

「熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条例」に基づき、各自治体の施策と
して学校において集団フッ化物洗口を実施する際、学校は協力する。



歯・口の健康

フッ化物洗口の予防効果

出典：新潟県「フッ化物洗口マニュアル」



感染症

平時における学校においては、健康観察や換気の確保、手指衛生といった感染症対策を
講じつつ、感染流行時等には、一時的に活動場面に応じた感染対策を検討する。

　健康観察
発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合には、無理をせず、自宅で休養す
るよう周知・呼び掛け
児童生徒の健康状態を継続的に把握（毎日の体温チェック・提出等は不要）

　換気の確保
気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに、２方向の窓を同時に開けて換気
十分な換気が確保できない場合には、サーキュレーターや空気清浄機の導入など、換
気のための補完的な措置を検討

　手洗い等の手指衛生 外から教室に入る時やトイレの後、給食の前後など、流水と石けんでのこまめな手洗
いを指導

　清掃・消毒 一時的な消毒の効果を期待するよりも、清掃により、清潔な空間を保つことが重要
（清掃活動とは別に日常的な消毒作業を行うことは不要）

平時から求められる感染症対策（マスクについては着用を求めないことが基本）

新型コロナウイルス感染症の対応について



感染症

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（いわゆる後遺症）について

症状が長引くことがあることを
知っていますか？

新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）にかかった後、ほとんどの人は時
間経過とともに症状が改善します

いまだ不明な点がありますが、一部の
方で長引く症状（罹患後症状、いわゆ
る後遺症）があることがわかってきま
した。症状が改善せず長引く場合に
は、かかりつけ医や地域の医療機関に
相談しましょう

厚生労働省HPから抜粋



その他（学校環境衛生）



その他（献血）

献血について

　児童生徒の発達段階や各学校の実態に
　応じた取組を



その他（組織活動）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

１回開催した ４５．６％ ４６．８％ ９６．７％ ９０．５％

２回以上開催した ５３．８％ ５１．９％ ３．３％ ９．５％

開催していない ０．６％ １．３％ ０％ ０％

家庭 学校 地域

連携して取組を推進する

令和６年度学校保健委員会の開催率について


